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を伝える太鼓でしかなく､決して トー キング ･





























































































Banjoka nde'Otema nkele.Bondeliake non
gokotsikela.Loolala'indembola'indembo.
Lotsikalala'ato'a'akeneke.Lokindalikambo
yo'okindakinda.Yaeyayatsesi'enanga.Bon
yamanyamabose'enya'akombola.Yookoyo'
ombongolalukaki-.であるという｡
これを訳すと､｢私はあなたがたの苦 しみを
理解する｡あなたがたは私を悪いと思う｡あな
たがたが私を待たないと､私はあなたがたを置
いていく｡天は人を驚かす｡驚かす｡私はほか
の人と残る｡私はむなしい苦痛を感じる-｣と
なるらしい｡
この太鼓名は幾つもの文からなっていて､確
かにうんざりするほど長い｡しかも､これで全
部ではないらしいのだ｡上記の論文で丹念に実
証的な資料を引いて挙証 している木村も､この
場合ばかりは既に十分と見たのか､｢- (以下
略)｣と唐突に言い捨てている｡恐らく彼もう
んざりしたのだろうが､この続きがどうなって
いるのか知る術もないのが残念である｡
太鼓名は高低の音だけで指示するので非常に
長くなるという､上記(1)の説明に加えて､ここ
で､太鼓名の ｢秘儀性｣や広域的な伝達力､あ
るいは感情を高揚させる力 〔川田､前掲書〕な
ども考え併せてもいい｡それでもなお､我なが
ら不謹慎だとは思いつつも､落語の ｢寿限軽寿
限軽五劫の擦 り切れ-｣や､溺れかかった子供
の長い名前を親が必死で唱えている内に手遅れ
になってしまう小暇がつい思い出されるのであ
る｡
(こんまとおる 神奈川大学社会人類学)
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